












































そこで想定されるのはもっぱら山内上杉氏が中心 あった。室町期に関東管領として存在した、もう一家の上杉氏、犬懸上杉氏に対する政治的位置にアプローチする作業は、 になってようやく進め れるようになった段階にあるといえ
(
 )。本稿では、犬懸上杉氏の政治的位置を改め
















十五日に七十六歳で没したとされている。そうす と彼 生年 暦応二年（延元四、一三三九）ということに るが、父憲藤は暦応元年（延元三、一三三八） 戦死しているか 、考え難 。同じ『上杉系図大概』には、朝房の項に憲藤没時の兄弟の年齢 朝房が四歳 朝宗 二歳だたとするから、こちらを採ると朝宗の生 は建武三年（延元元、一三三六）で、没時の年齢は七十八だったということになる。ひとまずこ では、建武三年 生まれたとして話を進めた 。
朝宗の幼名は幸若丸。父は上杉憲藤で、二つ年上の兄に朝房がいる。
父の憲藤 上杉憲房の子息で 兄弟にはのちに関東管領 なる憲顕がいる。建武四年（延元二、一三三七）十二月二十八日、北畠顕家 奥州から上洛し、足利方の軍勢は鎌倉 おいて敗北。翌年三月 五日、顕家軍を追って上洛した足利軍は、摂津で激し 戦いを繰り広げ、こ 時憲藤
は渡辺河において戦死する（ 『太平記』 ） 。憲藤の死後、朝房・朝宗の兄弟は、家人の石川覚道に養われたという（ 『上杉系図大概』 ） 。同系図によれば、その後朝宗は「自十三歳合戦」とあり、十三歳で戦場に赴いたとある。先述したよう 父憲藤が暦応元年（延元三 一 三八）に討死した き、朝宗 二歳だったと うから、朝宗の初陣は貞和五年（正平四、一三四九）頃の出来事であったと考え れ 。貞和五年といえば、八月に高師直排斥の動きから、師直が直義邸を強襲する事件が勃発し、直義方の武将であった上杉重能や畠山 が流刑となり、のちに殺害された年である。この時の朝宗に関しては一次史料から具体的にあらわれる事は無いが、兄朝房は、観応二年（正平六、一三五一）一月十二日に直義のもとへ走っている とが知られるから（ 『園太暦』 ） 、朝宗も直義方の将として観応の擾乱での諸戦に臨んでいたと も不思議ではない。生涯に渡り戦場に出た数は「持節十六箇度」 されているから、上杉一族の中でも、武将として腕が見込まれた人物だっ もしれない。この後、観応の擾乱に敗れた直義方 一人として逼塞したとみられるが、具体的な動きはわからない。
その後、朝宗の具体的な活動がわかるのは、鎌倉公方足利氏満期の応









同時期に義堂に瑞泉寺還住をすすめた氏満からの使者として、 「問注所の子」や二階堂行春・愛甲・梶原・依田など、公方 奉公衆やその周辺の人物とみられるものが遣わされていることがみえる。二月十七日、宗は関東管領上杉能憲と共 再び義堂のもとを訪れ 遂に義堂は瑞泉寺還住を引き受けるに至る。
翌応安三年三月頃、朝宗は信濃国に出陣している。これは南朝方勢力
の蜂起をうけ、信濃国守護で関東管領でもあった兄朝房の補助をおこうためであった。朝房・朝宗が兄弟で軍事 動にあ っ は上杉一族 「家」としての意識をみるうえで 興味深い
(
)。朝宗は信濃の
陣から、義堂に対し亡父憲藤 三十三回忌の拈香を依頼している（ 『日工集』応安三年三月十五日条） 。
応安七年（文中三、一三七四）四月二十九日 香取の神輿帰座









































将監と同一人物だとみられる。よって石河左近将監は朝藤という実名だったことがわかる。石河氏は犬懸上杉氏の根本被官とされる一族である。先述したように、 『上杉系図大概』には、憲藤の没後朝房・ 兄弟を保護し 「石川覚道」という人物がみられるし、朝房の代に 但馬国守護時代から朝房に従っている 川基藤 い 人物もみられる
(
)。基藤








































一人を勤めた関東管領の山内上杉憲方は 第二次討伐以降、この軍事行動に際して消極的な姿勢をみせ いることである。小国浩寿 は、こ時の憲方の行動は、小山義政討伐をこころよく思っていなかった幕府への配慮とそれに伴う自己責任の回避とされている
(
)、近年では小山義政
討伐は幕府 の交渉の えでおこなわれていた となどが きらかにされている
(
)。 『喜連川判鑑』によれば、憲方は永徳二年正月十六日に関東
管領を上表し、入道したことが記されて る。時期的には二次討伐によって義政が降伏 たのち ことで、この背景に政治的問題があった も考えられるが、 『頼印僧正行状絵詞』に憲方 病平癒の祈祷の記事がみられることから、病によ 上表だっ も考えら 、単純に憲 は病がちで戦陣に臨むこと 出来なかったともみられる。
小山義政の自害後、その子息若犬丸が各地で鎌倉府に抵抗を示す。嘉
慶元年（元中四、一三八七）五月 は、若犬丸を匿った罪に問われた小田孝朝が追討をうけることにな 。孝朝自身 早期に捕縛されるが 常
――







氏領地だった信太・田中両庄の没収や、この乱に対する東国武士団の関わりの薄さから、常陸国に大きく勢力をのば た小田氏に対する孝朝潰しを前提とした鎌倉府側の攻撃であったとする。そし 大将として活躍した「当時 犬懸上杉朝宗が、関東管領 山内上杉憲方 一歩背後に立ってい ことを思えば、彼が孝朝討伐の大将となるこ に、犬懸上杉氏の退勢挽回の重要な意味を見いだしていたとしても 何ら不思議でないだろう」とされている。
確かに、小田孝朝の乱は鎌倉府の勢力拡大欲求の延長線で らえら
れ、朝宗は大将として活躍することで、常陸国に基盤を手 入れ いる (
)。ただし、氏が言うように朝宗が犬懸上杉氏の勢力挽回のために働い




























































の国人藤井四郎へ宛て 事実を問 合わせる御教書が出され いる
(
)。さ





















































氏の伊達政宗は、満貞の下向翌年 応永七年（一四〇〇）に、鎌倉府へ対し反抗的な態度をみせ、 「隠謀」露見を理由に征伐をうけ ことになる (
)。この反乱は、約七か月で政宗が降伏することで事なき 得る。し








































































































































動した上杉朝宗の動向について整理し、その政治的立場 示してきた。兄上杉朝房とともに鎌倉公方の近臣としての立場から始まり、鎌倉公方足利氏満・満兼からの絶大なる信頼を得て関東管領に君臨し、犬懸上杉氏の政治的立場を確立した。さらには鎌倉公方 近臣という立場 もと、奥州情勢にも対応していった。そして鎌倉公方足利満兼 死をうけ朝宗は隠遁。犬懸上杉氏の家督は息子 氏憲へと受け継がれ 歴史を大きく変換させることになる。
では朝宗の活動というのは、当該期の鎌倉府体制のなかでどのような
歴史的意義を見出すことが出来るだろうか。別稿で、朝宗の兄にあたる上杉朝房の動向に注目し、初代鎌倉公方足利基氏の近臣的立場にあったことを指摘した。朝宗もおそらくは 府のなかでは当初より兄と同じ立場であったうえ、朝房上京後は の立場を一層強めて、氏満・満兼の近臣を勤めた。氏満・満兼期の鎌倉府は、その「体制」が確立されてきた時期でもある。この時期に公方近臣だった朝宗が果たした役割 決して小さくはないだろう
一方でこの間、憲方・憲定と続いたもう一つの関東管領家であった山







































































「上杉能憲奉書案写」 （ 「香取大禰宜家文書」 『神奈川県史
資料編古代・



























































「沙弥禅助禁制」 （ 「常陸法雲寺文書」 『南関』四〇三三） ・ 「沙弥禅助禁制」





















































































































































「足利満貞書下」 （ 「阿保文書」 『白河市史 四〇九） ・ 「足利満貞 状」
























「上杉朝宗巻数請取状」 （ 相承院 」 『神』五三九二） 。
　　　　
(
)
東京大学史料編纂所架蔵影写本「相国寺文書」 。なお本史料の存在に関
しては、木下聡氏にご教示いただいた 詳細は木下聡「足利持氏期の関東管領と守護」 （黒田基樹編著『足利持氏とその時代』戎光祥出版、二〇一六年）参照。
　　　　
(
)
なお、朝宗が犬懸谷に屋敷を持ったことから「犬懸上杉氏 の名乗りが
あるわけであるが、当時の鎌倉公方の屋敷が鎌倉南西の六浦道に面する場所にあったことは、両者の屋敷が極めて近い場所に存在していたことを示す。山内上杉氏が北鎌倉の山之内に邸宅をもって ことと比べても両者の立場は大きく違っていた 考えられる。
